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20 ポスト！フリー形式！ 
この挑発的なパーマネント
コースは、たっぷり時間をと
って攻略したい。 
 
「玉野」コース 岡山県 No.2 
JOA 公認 No.122 8ｋｍ 20 ポスト 

 

20 ポストを一筆書き 
今回紹介するのは岡山県の最南端に

ある「玉野」コースです。 
昭和 48 年の開設以来、スタート地点

の「玉野青少年スポーツセンター」を
利用する子供達をはじめ、多くの利用
者に親しまれてきたようです。 

当初は８ポストしかないこぢんまり
とした設定でしたが、現在は楽しみ方
のバリエーションを考え、20 ポストを
フリーで選ぶ方式に改められています。
各ポストには点数も割り振られ、スコ
アＯＬにも活用可能です。 

100km コンペの登録距離は従来のま
ま８km となっています。本来は公認コ
ースのポストが特定されていたようで
すが、センターの職員も全く知らない
ようで、判別することができません。
今回は全20ポストを一筆書きでたどる
こととしました。 

 
瀬戸大橋が完成する以前、四国へは

宇高連絡線が往復していました。この
岡山側の玄関口となっていたのが「宇
野港」で、スタート地点のスポーツセ
ンターは「宇野」駅の１つ手前、「備前
田井」駅から歩いて 10 分ほどのところ
にあります。97 年にも一度視察に訪れ、
コースが大幅に変更されていることを
確認していましたが、その時点ではま
だ残されていた古錆びた案内板は片付
けられていました。 

 
事務所でマップを求めると「台風の

影響で崖崩れが起きているので、公園
側から回らないようにとの通達があり
ました」との返事。公園というのは、
コースが設置されている「深山公園」
のことで、管理は玉野市公園緑化協会。
この協会から朝方に連絡があったとの
ことで、何やら本格的にまずそうな雰
囲気。しかし、せっかく来たことだし、
ダメなら引き返すつもりで公園へのア
クセスルートに向かいました。 

 
 

ガケ崩れ？  
国道からこの道の入口に、さっそく

通行止めの表示。一瞬たじろいだもの
の、ここで引き返すわけにはいかず、
構わず進入していきます。確かに途中、
砂袋で補修されている個所があったも
のの、特に支障はなさそうな様子に一
安心。「伊達池」沿いを歩いて行くと、
１番ポストに到達します。FRP 製の標準
サイズで、フリーポイントながらもパ
ーマネントコース気分は高まります。 

 
西に向かい「赤松池」畔に出ると、

２番ポスト（当初の第８ポスト）はす
ぐのところ。97 年当時は古い鉄製のポ
ストがそのまま使われていましたが、

今回はきれいに更新されていました。 
 
次は３番ポストといきたいところで

すが、スコア用に振られた番号順に回
ると非効率になってしまうため、ポイ
ントＯＬとして流れの良い15番へ向か
います。「赤松池」の南を回り込み、細
い遊歩道を北に向かうと、ほどなくポ
スト位置なのですが、道端には全く見
当たりません。何度も往復して、よう
やく眼下の木にくくり付けられている
のを発見。一斗缶を流用して作られた
もので、支柱がありません。 

 
斎場方面へ向かう道から池を見渡す

テラス状の地点に入ると７番がありま
す。これは古いＰＣポストが化粧直し
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されたものでした。 
 

隠されたポスト？ 
折り返して、玉野市霊園へ下ってい

くと、三叉路にこれまた古い８番（当
初の第３ポスト）があるのですが、奥
に隠れているため、非常に発見困難で
す。すぐに見つからなくても、焦らず
じっくり探してみてください。 

 
霊園に沿って緩やかに下り、今度は

「中池」へと向かいます。池の手前で
山の懐へと入ると６番があるのですが、
この直前が台風の影響で崩壊していま
す。慎重に回り込むと、実にひっそり
とポストがたたずんでいました。 

 
そのまま山へ登らずに、次はいった

ん出戻りをして 18 番へ。たくさんの人
が行き交う池沿いの道を進めば難なく
到達するのですが、この時は横倒しに
なっていたため、発見に手間取りまし
た。ポスト自体は最近作り直したよう
なもので、赤色も鮮明です。 

 
予定ではこのあと山に分け入り 17、

14 の順に回ろうと思っていたのですが、
直接17番へ行くルートがわからなかっ
たため、14 番へ一気に上ってから、17
番までの尾根伝いのルートを往復する
こととしました。山に入ると心配なの
は崖崩れ。しかし、登山道自体は全く
問題ありません。つづら折りの小道を
上り詰めるとかつての第 5 ポストであ
る、14 番が立っています。支柱のみ古
いままで、頭は挿げ替えられていまし
た。 

 
17 番までの往復はスイスイ。ポスト

は山道が下りに転じる直前ですが、こ
れも奥に引っ込んでいます。 

 
14 番まで戻り、次はアップダウンを

考えて 13 番をとばし、12 番へぐるりと
尾根をキープします。これは以前の第 5
ポストから第 6 ポストへのルートと同
一です。公園内のイラストマップにも
「オリエンテーリングコース」と記さ
れています。これまた支柱のみ昔のま
まのポストを確認し、沢にある13番へ。
堰を下ると広い園地があり、鮮やかに
色づいた紅葉の下に標準の鉄製ポスト
が立っています。 

 
そのまま下り「中池」と「タイズ池」

の間に4番があり、これも標準タイプ。
以前の第 7 ポストを移設したものと思
われます。首を傾げた古いポストが、
道の下に置かれていました。 

 
「タイズ池」に沿って南へ向かい、

池が途切れても更に進むと、5番に到達。
FRP 製の立派なポストですが、これまた
引っ込んでいるため、ざっと見渡した
だけでは目に止まりません。 

 
池の東岸を北に向かうと、簡易ポス

トの 19 番、更に北に向かうと道の曲が
りに 3番があります。19 番は呆気なく
発見できますが、3番は標準サイズのポ
ストながら巧みに隠してあり、案外手
間取るかもしれません。 

 
引き返して、以前のコースには組み

込まれていなかった、東の尾根へと向
かいます。山に登りかけたところで、
台風の被害状況を調査している協会員
と遭遇。ちょっとした変化も細かく調
査している様子でした。ただ、こうし
て山道を歩いていても注意を促されな
かったところをみると、大丈夫との判
断がなされていたものと思われます。
こちらの山には４つのポストが設置さ
れていますが、いずれも簡易タイプ。
公認の正規のコースには組み込まれて
いないのかもしれません。 

 
20 番はついこの前立て直したものの

ようでピカピカ。支柱が木材というの
は気になりますが、管理の良さに敬服
します。 

 
北に向かい、分岐の 10 番を確認し、

一旦尾根から東に下る 11 番へ。栃木の
「両崖・折姫」コースで、後半の尾根
をそのまま歩かせてくれず、一旦下っ
てまた戻すというコース設定に苦い思
いを抱いたことが頭を掠めつつ下ると、
登りに転じたところにポストが立って
いました。 

 

最後がチョット残念！ 
尾根に戻り、赤々と立つ９番を通過

すると、残すは 16 番のみとなります。
ところが、最後の最後で玉に傷。この
ポストが見当たりません。これまでも
隠れたポストがいくつもあったため、
しつこく入念に探し回りましたが、発
見には至りません。もし、紛失であっ
ても、このコースの管理の良さからす
ぐに復旧はすると思われますが…。 

 
深山公園とスポーツセンターの連絡

ルートを再び歩いて、４時間 58 分にも
及ぶ全ポスト踏破が終了しました。こ
のあと瀬戸大橋を渡り四国へ上陸。翌
日は高知県で未踏破の「中村市安並」
コースへの挑戦となりました。 

 
（2004 年 11 月 12 日踏破 大高竜亮） 
 
 

 
玉野市アクセスマップ 

（玉野市の web サイトより引用） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訂正とお詫び 
オリエンテーリングマガジン 2005 年

4月号 22ページの「大会参加レポート 日
本トレイル O 選手権」の成績掲載に間違
いがありました。  
「パラリンピッククラス」の第 2位が

「岡本智子」となっていますが、正しく
は「佐藤純一」でした。訂正するととも
に、お詫びいたします。  
（オリエンテーリングマガジン編集部）


